





  4一共研一48 生態系空間パターンのダイナミックス







  4一共研一50 伊豆東方沖群発地震の点過程解析



























  4一共研一53 地震波形データに基づく3次元地球内部構造のモデリングと推定

















  4一共研一58 胸部X線CTによる肺内病変の定量的自動診断法の開発
                     京都大学胸部疾患研究所久野健志
 前回の共同研究に引き続き慢性肺気腫（Chronic Pu1monary Emphysema：CPE）患者の胸
部X線CT画像において病変部位に相当する低吸収領域（Low Attenuation Areas：LAA）
の空間分布について解析をおこたった．今回慢性肺気腫群，気管支喘息群，対照群の個々の症
例について一960HU以下の連続した低吸収領域をCLA（Continuous Low Attenuation
Areas）とし，その分布の自己相似性を検討するために大きさの頻度分布を解析した．大きさを
横軸にとり，それよりも欠きたCLAの数を縦軸にとると，すべての症例において両対数グラフ
においてきわめて高い直線相関（7＞1－O．9851）を示した．これはCLAの分布がベキ乗関数に
従っているということであり，自己相似性およびフラクタル理論と密接な関係のある事を示唆
している．また最小自乗法によりグラフ上の回帰直線の傾きを求めたところ慢性肺気腫群，気
管支喘息群，対照群の順に大きく3群問で有意差を認めた．また，この傾きは低吸収領域が肺
野領域に占める割合に強い相関を示しており病変領域が成長していく過程において何らかのメ
カニズムによりCLAの大きさの頻度分布が決定されているものと思われる．この大きさを制
限する因子として肺内の線維性結合組織の構築，肺小葉の構造などが考えられるが，気道の直
